木５近現代史Ⅰシケプリ　　　　２００８年文ⅠⅡ２５組　
①東欧革命
・風土…冷涼→農業が発展せず、後進性の要因に
　　　北部…冷涼→軍（独や露）の進出が容易
　　　南部（バルカン）…山がち
・地理…大国の狭間に位置→経済発展、独立が遅れる（20世紀初頭に初めて独立国家誕生）
・民族…スラブ系が中心
　　　非スラブ系は、ロマンス系、バルカン系、ハンガリー系、ロマ人、ユダヤ人など
　　　※ユダヤ人…20世紀初頭に400万人以上おり、独・露を合わせると世界の65％を占める
　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
ゆえに、民族間の憎悪が深い（ex）チェコVSポーランド、　　
ハンガリーVSルーマニア
　　　　　　　低い連帯意識
　　　　　　　民族紛争に揺れる（ex）ポーランド
　　　　　　　周辺国も狙う
　　　　　　　国内まとまらず
ユダヤ人への歴史的憎悪が深い
　　・歴史
　　1914　サラエボ事件→第一次世界大戦へ
　　1939　独のポーランド侵攻→第二次世界大戦へ
　　　　　　　　・大戦後、共産党政権が確立（ユーゴ以外）
　　　　　　　　　共産党…軍・警察・秘密警察を指揮、一党独裁、経済国有化を行う
　　　　　　　　　　　　　ただし、最終決定権はソ連共産党が保持
　　　　　　　　　→モノ不足、抑圧政治が進む
　　　　　　　　　→民衆が不満を抱き、反乱に（ex）ハンガリー動乱（背景にはスターリン批判も）
　　　　　　　　　→ソ連は軍隊を動員して鎮圧
　　1968　チェコ事件、プラハの春
　　　　　　ソ連が軍で鎮圧
　　1970後半　ポーランドで民衆運動
　　1985　ゴルバチョフ政権誕生
　　　　　　グラスノスチ、ペレストロイカを行い、東欧へ圧力をかける
　　1989　東欧すべての国で政変起こる（ドミノ現象的に進む）
　　　　　＜共通点＞
　　　　　　・主役が市民のデモ
　　　　　　・自由選挙が実現、共産党が政権譲渡
　　　　　＜ポーランド＞
　　　　　　連帯と共産党の交渉
　　　　　　→自由選挙が実施され、連帯側が圧勝し、共産党支配体制崩れる
　　　　　＜ハンガリー＞
　　　　　　25万人が、「歴史見直し」求める
　　　　　  →共産党が自己改革：党大会で共産主義を放棄
　　　　　※ドイツではベルリンの壁が崩壊
　　　　　＜チェコスロバキア＞
　　　　　  ハベル大統領の指揮のもと、無血で共産党が崩壊、民族の誇りを回復
　　　　　＜ブルガリア＞
　　　　　　ブルガリア政変
　　　　　＜ルーマニア＞
　　　　　　ルーマニア革命…暴力的で残虐なチャウシェスク政権VS民衆
　　　　　　　　　　　　　　→民衆が勝利、チャウシェスク大統領夫妻処刑　　　　　　　　　　　　　
　　　　　＜ユーゴ＞　　　
　　　　　　内戦に突入
　東欧革命の意義…①東ドイツ崩壊に直結→ドイツ再統一につながる
②ソ連崩壊を準備
③冷戦の終結
④西欧が東欧を飲み込む形で欧州が統一
　その後…①各国がEUに加盟
　　　　　②米欧陣営に入る
　　　　　③政治・経済改革の実施
　残された問題…①西欧との格差
　　　　　　　　②旧ユーゴは内戦で疲弊
　　　　　　　　③コソボ、アルバニア人問題　
　　　　　　　　④米欧側につくか、ロシアと融和するか、でまとまらず
　　　　　　　　⑤ミサイル防衛に関して、米露の板挟みに
②ユーゴ内戦
　・国土…山がち
　　　　　多民族共存、複雑な民族分布
　　　　　列強が入り込み、発展遅れる
　・民族…南スラブ系中心
　　　　（ex）・セルビア人（東方正教会）　・クロアチア人（カトリック）　
・スロベニア人（カトリック）　・ボスニア人（イスラム教）　
・モンテネグロ人（東方正教会）　・マケドニア人
　　　　　　・アルバニア人　・ハンガリー人
　・歴史
　　※多民族が一つに
＜背景＞列強（オーストリア、伊、土、露）が進出を狙う
　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　小民族では対抗不可能
　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　団結の必要性が生まれた
　　　トルコの支配を受ける（恐怖政治）
　　1914　サラエボ事件から第一次世界大戦へ
　　　　　　　　　　　↓
　　　　　ユーゴ誕生…不安定な国際環境、セルビア主導で南スラブの大同団結が実現
　　1939　第二次世界大戦
　　　　　・東欧で唯一ナチスに抵抗→ナチスの四方からの攻撃を受け、国王が亡命
　　　　　・地下組織パルチザンが抵抗
　　　　　　…チトー中心に、共産主義勢力が指導。士気高く、地元が支援
　　戦後　・クロアチア人がセルビア人を虐殺
　　　　　　（背景）ナチスがクロアチアにのみ支配権与えた
　　　　　・チトーの成功
　　　　　　チトー：打倒ファシズムを目標に、解放区を作り、農民・労働者の支持を得る
　　　　　　　　↓
　　　　　　スターリン：チトーの独立志向を警戒、ソ連圏からの追放決める
　　　　　　　　↓
　　　　　　チトー：自主路線へ
　　　　　　　　　　（ex）・非同盟諸国会議を開く　　
　　　　　　　　　　　　・西側から支援受ける
　　　　　　　　　　　　・自主管理社会主義の実施
　　1980．5　チトー死去
　　　　　　　→独裁から集団指導体制に変わり、求心力失う
　　　　＜ミロシェビッチの台頭＞
　　　　　・セルビア民族主義を煽る
　　　　　・自由選挙、市場経済求めるスロベニア、クロアチアと対立
　　　　　→民族対立へ
　　　　　　①スロベニア独立戦争
　　　　　　※スロベニア…ユーゴ最大の工業国
　　　　　　　　　　　　　2004年　NATO、EU加盟
　　　　　　　　　　　　　2007　　ユーロ圏に入る
　　　　　　　　　　　　　2008　　EU議長国に
　　　　　　②クロアチア独立戦争
　　　　　　③ボスニア戦争
　　　　　　　三つ巴の争い
　　　　　　　イスラム人（44％）VSセルビア人（31％）VSクロアチア人（17％）
　　　　　　　セルビア人：秘密警察、連邦軍を指揮
　　　　　　　　　　　　　イスラム人収容キャンプを作る
　　　　　　　　　　　　　（非人間的で、マス・レイプの疑いも
　　　　　　　　　　　　　　欧米は民族浄化として非難）
　　　　　　　1995．11　デイトン合意
　　　　　　　　　　　　クリントンの仲介により停戦、連邦国家へ
　　　　　　　＜拡大の理由＞
　　　　　　　・セルビア人のイスラムへの歴史的憎悪
　　　　　　　　　　　　　　（オスマン期の恐怖政治に対して）
　　　　　　　・末端軍は無制限に暴力
　　　　　　　・国家は無政府状態
　　　　　　　・私兵、民兵による戦争であったこと
　　　　　　　＜ボスニアのその後＞
　　　　　　　・事実上の別国家に
　　　　　　　・イスラム人に対し、サウジアラビアから巨額の支援
　　　　　　　・アラブ系の過激派が流入し、過激派の温床の疑いも　
　　　　　　④コソボ紛争
　　　　　　　ユーゴ軍VSコソボ解放軍（アルバニア人）
　　　　　　　＜経過＞
　　　　　　　　・欧米の和平工作の失敗
　　　　　　　　・NATOによるセルビアの軍事施設への空爆
　　　　　　　　
（背景）米国：ボスニア内戦以来、民族浄化、ホロコーストを想起させるセルビアの手法に脅威感じる。
　　　　　　　政権内に親ユダヤ系が多い。
　　　　　　　＜結果＞
　　　　　　　　・市民に大きな被害
　　　　　　　　・ミロシェビッチ体制の崩壊
　　　　　　　　　（ミロシェビッチは旧ユーゴ国際戦犯法廷に大量虐殺、捕虜虐待の容疑でかけられていたが、裁判中に病死）
　　　　　　⑤セルビア革命
　　　　　　　…2000年、ベオグラードで起きた大規模デモ
　　　　　　⑥コソボ独立
　　　　　　　＜問題点＞
　　　　　　　　・ロシア、中国の反対
　　　　　　　　・EU内にも異論あり
　　　　　　　　・大統領：コソボ解放軍の司令官で、テロリストとの批判も
　　　　　　　　　　　　　手腕未知数
・ユーゴ紛争の教訓
　①早期介入の必要性を考えさせる
　②EU部隊の新設
　③戦争犯罪を印象付ける
　④アフリカなどにも国際法廷を導入
・火種は残る
　（ex）・コソボのセルビア人問題　・マケドニアのアルバニア系住民
　　　・ボスニアの三勢力
③ソ連消滅のドラマ
（１）ロシア革命
　…皇帝を廃位し、一族をウラルへ追放
　　＜原因＞
　　　・皇帝へ権力集中し、独裁政治が行われる
　　　・貧富の差拡大、低い生活水準
　　　・第一次世界大戦で敗色濃厚
　　　・マルクス勢力の増大
　　＜レーニン主義の特徴＞
　　　・マルクス主義の発展　・資本主義の打倒目指す　・欧米に敵対
　　　・共産主義建設　・恐怖政治によって一党独裁の維持を目指す
　　　・計画経済
　　＜登場人物＞
　　　・トロツキー　・スターリン　・ブハーリン
　　レーニンの死後、共産主義のビジョンが曖昧になり、党内闘争に
（２）共産党内の権力闘争
　　…スターリン：トロツキー、ジノビエフ（コミンテルン所属）、ブハーリンを次々に粛清
（３）大粛清（1930～1980年代半ば）
　・対象：知識層、官僚、軍人、富農などのエリート層　
　　　　　集団化、社会主義化に反対する人全て
　・規模：1937～38年で少なくとも155万人逮捕、68万人射殺
　　→国民は沈黙
スパイの奨励で社会不信が増大、国民のシラケ、あきらめムード広がる
　・内容：拷問→最終的に抹殺
　　　　　秘密警察が実施
　　　　　強制収容所…気候の悪い地域に多い、囚人が鉱山採掘に従事
　　　　　　（ex）コルイマ収容所…酷寒、11000人処刑、50万人死亡か
　　　　　　　※死亡率は17.8％（1941～42年）
※政治警察の伝統
　革命期　「オフラナ」
　革命直後　革命・サボタージュ取締全ロシア非常委員会（Cheka）

  1934　内務人民委員部（NKVD）

　　54　国家公安委員会（KGB）

    91　連邦保安局（FSB）

　　KGB…諜報、破壊活動・民主主義対策、防諜、国境警備、要人警護を行う
（４）第二次世界大戦の苦難
　　死者：総計2000万人　※ドイツでは500万人
　　　　　・150万人（スターリングラードの戦い）
　　　　　・170万人（レニングラード900日包囲）
　　極限に追い詰められた国土防衛を強いられた
（５）スターリンの死去（1953）
　1956　第20回共産党大会…フルシチョフのスターリン批判
　　　　　　　　　　　　　→東西冷戦緩和、恐怖政治緩和も、後に失脚
　　フルシチョフ失脚後・・・
　　　愚鈍なブレジネフ、アンドロポフのもとで経済停滞
　1983　大韓航空機爆破事件
　　　　　・・・大韓航空機をソ連軍が撃破
　　　　　　　　ソ連：現地の対応を評価し、謝罪せず
　※政治犯
　　・サハロフ…水爆を製造、後に水爆に反対→軟禁
　　・アレクサンドル、ソルジェニーツィン…収容所をドキュメンタリー化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→国外追放
（６）ゴルバチョフの時代
　・内容：ペレストロイカ、グラスノスチ
　　　　　自由化、国民のイニシアティブの発揮、腐敗・汚職・アルコール中毒の追放を目指す
　・失敗
　　・レーニン主義捨てず　・自由化目指すのに一党独裁を継続
　　・社会主義捨てず　・民主主義を理解せず
　　・エリツィンに嫉妬
　　・チェルノブイリ（1986）
　　　…報告の遅れ、無防備な消防士を出動させる
　　　　直後56人死んだのに2人と発表
　　・アルメニア地震（1988）
　　　…適切な対応できず
　　・アフガン戦争（1979～89）
　　　…40万人以上が後遺症に苦しむ
　・失脚
　　冷戦の終結
　　　→経済危機もあり、国内に革命が波及、各地で戦闘に
　　　→保守派による８月クーデターが失敗
　　ソ連消滅へ
　　　1991 12　ウクライナが独立を表明し、他の共和国も一斉に独立
　　　　　エリツィンの政治クーデター→ゴルバチョフの辞任
④現代のロシア　
○エリツィンの時代
　・業績
　　・政治、経済改革　・民主主義、選挙制度整える　・新憲法（1993）
　　・経済の民営化
　・政情は不安定
　　・クーデター頻発　・内閣がよく交代　・エリツィン健康不安説
　・オリガルヒ（少数の政商）
　　・企業買収（石油、天然ガスなど戦略部門）
　　・マスコミ、銀行、巨大企業を支配
　　・エリツィン政権を操る（1996大統領選で支持）
　・首相
　　チェルムイルジン、キリエンコ、プリマコフ、ステパーシン　
○プーチンの時代
・プーチンの経歴
　　KGBの工作員→サンクトペテルブルグ市役所→市長選に落選、クレムリンに求職→FSB(旧KGB)の長官、捜査からエリツィン一家を守る
・チェチェン紛争　
　　チェチェン人の独立戦争
　　　　　　　↓
　　プーチンがテコ入れ：モスクワ・アパート爆破事件を機に挑発
　　エリツィンとの密約：エリツィンが刑事訴追逃れる代わりに辞任
・頂点へ
　　KGB人脈を駆使、シロビキ築く、オリガルヒ排除
・報復
　・モスクワ劇場人質事件（2003）
　・ベスラン学校占拠事件（2004）
　　→共に強行突入し、多くの市民が犠牲に
　　→プーチンの手法に疑問
・弾圧
　　野党に暴力
　　「シロビキ」…KGB、警察、内務省、軍
・消す
　　・アンナ・ポリトコフスカヤ…チェチェンに対する軍の非道ぶりを告発
　　　　　　　　　　　　　　　　→射殺
　　・リトビネンコ…元KGB、ロシアで反プーチン活動
　　　　　　　　　　→ポロニウム殺人
・経済
　　・石油、天然ガス、地下資源の国家管理
　　・資源外交　・親米国には恫喝も
・選挙
　　・決選投票なし　・議会は与党一色
　　・国際監視団を拒否
○メドベージェフの時代
・考え：ロシアの腐敗が経済発展を阻害しているとみなし、法治国家の建設で近代化を目指す
・プーチン：与党の統一ロシアの党首を兼務
○日露関係
・対露外交…政治的ゲインに左右されてきた
　　　　　　北方領土返還は難しい
　　　　　　「戦略的パートナー」の見直しが必要
⑤後継諸国家の歩み
◎最近の動き
　○2004　ベスラン学校占拠事件　in北オセチア（チェチェンと隣接）
　　強行突入→1100人の人質のうち、334人が死亡
　
　○2002　モスクワ劇場占拠事件
　　神経ガスを使い、２日半で突入
　　→人質850人のうち、公式発表では129人死亡
　　　　　　　　　　　　実際には200人以上死亡か
◎民族
　○トルコ系…中央アジアの大半
　　　　　　　（ex）ウズベク人、カザフ人、キルギス人、トルクメン人
　　　　　　　　　　アゼルバイジャン人
　○ペルシャ系…中央アジア
　　　　　　　　（ex）タジク人
　○コーカサス地方…グルジア人、アルメニア人
◎旧ソ連
　・ロシア帝国を継承　・社会主義、平等性あり
　・民族ごとに社会主義共和国を建設、自治ごとに指導者を立てる
　⇔ロシア人：人種差別意識残る
◎欧州地域
　・バルト三国…第二次大戦中、ソ連が併合
　・ウクライナ、ベラルーシ…独立し損なう
　→消えなかったロシアへの不信
　
　○バルト三国
　　・EU、NATOに加盟、ロシアと対立
○ウクライナ
　　・元々民族主義強い　・人口5000万人
　　・農業国＝ソ連の穀倉　・ロシア人の定住進み、改革に遅れ
　　・ヤヌコビッチ…ロシア人居住地区が基盤
　　　　　　　　　　保守的、対ロ関係重視
　　　　　　↕
　　・ユーシェンコ…オレンジ革命でヤヌコビッチを倒す
　　　　　　　　　　→学生、一般市民が担い手に
　　　　　　　　　　　（改革がなければ取り残されるとの危機感があった）
　　　　　　　　　　　アメリカが関与
　　　　　　　　　　　　（ex）・共和党国際問題研究所
　　　　　　　　　　　　　　・全米民主主義基金
　　　　　　　　　　　　　　・フリーダム・ハウス
　　　　　　　　　　　　　　・国務省
　
　○ベラルーシ…欧州最後の独裁国家
　　　　　　　　ソ連のシステム残存し、政治・経済改革なし
　
　○モルドバ…ルーマニア人の国
　　　　　　　アメリカが革命を起こさせたがっている
◎コーカサス地方
　→アメリカとロシアの綱引きが続く
　　
　○グルジア
　　・シュワルナゼ…腐敗政治
　　　　　　↕
　　・サアカシビリ…バラ革命でシュワルナゼ追放
　　　　　　　　　　親米路線、ロシアと対立
　　　　　　　　　　要人が変死、亡命などし、政治が不安定との説も
　　・分離独立運動 byアブハジア、南オセチア
　　　→ロシアの影あり
　
○アゼルバイジャン
　　・世襲権力の国
　　・石油利権所持、カスピ海開発進む
　
　○アルメニア
　　・紛争続く　・大地震（1988年　５万人死亡）
　　・虐殺―各地に子孫、移民移住
　　→人口減少が深刻
◎中央アジア
　○共通点
　　・権力が一人の人間に集中
　　・イスラム過激派が浸透
　　・アメリカ・ロシアの影響力争い
　○キルギス
　　アカーエフの独裁
　　　　　↓
　　チューリップ革命で、バキーエフ大統領就任　政治は混乱
　○カザフスタン
　　・ナザルバーエフが終身大統領
　　・一族、側近による支配
　　・石油資源、カスピ海利権所持
　※カスピ海はロシア、カザフスタン、トルクメニスタン、アゼルバイジャン
イランの共同管理
○ウズベキスタン
　　・カリモフ大統領…過激派弾圧、後継問題抱える
　　・アメリカ軍：ハナバード空軍基地使用（アフガン攻撃拠点）
　　　　　　　　　　↓
　　　2005　ウズベク騒動で数百人死亡
　　　　　　ウズベキスタン：米軍の立ち退き求める
　　　　　　　　　　↓
　　　米軍：撤退、マナス空軍基地（キルギスタン）に変更
　　・過激派…日本人誘拐（1998）、自爆テロ行い、民衆に浸透
　○トルクメニスタン
　　・ニヤゾフ大統領…後継は専属の歯医者
　○タジキスタン
　　・最貧国　・ペルシャ系
◎まとめ
　旧ソ連の行方→EU加盟か、ロシアとの関係重視か
　○問題提起
　　・中央アジアの資源、必ずロシアを経由
　　　→経由しないルートの開発：バクー・トビリシ・セイハンルート（BTC）

　　　　　　　　　　　　　　　　（カスピ海～地中海）
　　・メドベージェフ：CISを重視
　　・どこもロシア人少数民族を抱えるが、民主化は定着できるか？
　　・経済発展できるのか？
　　・独裁から民主主義に脱皮できるのか？
　　・イスラム過激派の動き
⑥ドイツ再統一
◎なぜ再統一と呼ぶのか？
　・19世紀にドイツ統一…プロイセン中心の国家
　　　　　　　　　　　　強大、ポーランド・ロシアまでのびる
　　　　　　　　　　　　経済・軍事大国
　・第二次世界大戦後の喪失…東側がポーランドに
　　　　　　　　　　　　　　アルザス・ロレーヌがフランスに
　・分断国家
　　　・西ドイツ…英仏米
　　　・東ドイツ…ソ連
　　　　　　　　　（そのうち、西側で革命が起こり、自国の領土になると確信していた。）
◎東ドイツ概要
　・人間性を否定した政治　・最大７人に１人がスパイ
　・政治犯25万人　
　・逃亡する者は殺害OK→壁を超える試み破壊、死者千人
　・壁で国民を閉じ込めるー監視塔設置、国境の検問所
　※ベルリンの壁
　　・1.5mの鉄条網　・2.4mの金属板　・地雷　・3mの高圧フェンス
　　・国境1277km ・地雷232km  ・常時22300人で警戒
◎東ドイツ詳細
　○第二次世界大戦後
　　・社民党―共産党に吸収される→社会主義統一党
　　・グローデボール
　　・生産施設・美術品の撤去byソ連
　　・硬直した体制～ワルター・ウルブリヒト（～1971）
　　　　　　　　　　→警察国家の基礎を築く
　　　1953　東ドイツで暴動→ソ連が鎮圧（ウルブリヒト活躍）
　○ホーネッカー（1971～）
　　・警察国家進める　・東方外交で利益を得る（経済援助を得る）
　　・抑圧組織…国家保安室（シュタージ）
　　　　　　　　→初代長官：ビルヘルム・ツァイサー（共産党）
　○二代目：エルンスト・ボルベバー
　　・スペイン内戦に参加
　○三代目：エーリヒ・ミールケ
　　・労働者階級出身　・スペイン内戦に参加
　　　→ソ連にとって忠実、信頼できる
　○対外工作
　　・マルクス・ヴォルフ…西ドイツにスパイ網築く、KGBと協力
　
　
　○人口
　　・1800万人（建国当初）から減少続ける
　　・社会主義VS資本主義で敗北
　　　→人材（特にエリート）流出
◎西ドイツ
　○コンラート・アデナウアー
　　・非ナチス主張　・再建担う
　　・欧米と協調、西側陣営の一員に　・共産主義に妥協せず
　　・高度成長（ドイツの奇跡）by経済相ルートビッヒ・エアハルト
　○最初の大連立（社会民主党の現実路線）
　　1969　ウィリー・ブラント政権誕生
　　　　　…東方外交実施、東欧諸国と和解・協議
　　　　　　⇔裏切り：側近ギュンター・ギヨームは東ドイツのスパイだった
　○シュミット（13年間）
　　・社会党２代目　・フランスとの枢軸　・現実路線
○コール（16年間）
　　・議会制民主主義を定着
　　⇔野党：赤軍など過激派のテロしかできず
　　・成功の理由
　　　…労組に責任感＝ストはまれ、福祉充実
　　　　企業への忠誠心＝終身雇用に近い
　　　　職業訓練制度（徒弟制度による）→強力な製造業
　○ドイツ・モデル
　　・社会主義経済＝福祉国家　・労使協調、労組が経営参加
　　・工業重視
　※アメリカ・イギリスモデル
　　・市場主義　・労使対決　・弱肉強食　・サービス産業中心　
　　・エリート教育
◎再統一へ
　1989　５月　ハンガリー：鉄条網国境を撤去
　　　　　　　→ハンガリー経由の出国激増
　　　＜東欧革命＞
　　　　　↓
　　　　東ドイツ革命…月曜日デモ　byライプツィヒのプロテスタント
　　　　　　　　　　　　→大集会に
　
1989　10月　ゴルバチョフ訪問
　　　　　　　→10日後、ホーネッカー辞任
　　　　　　○クレンツ…共産党一筋、国民から不信
　　　　　　　　　　　　ソ連が改革促すも実施せず
　　　　　　○ハンス・モドロウ…最後の指導者
　　　　　　　　　　　　　　　　改革を模索
　　　　　　　⇔国民：より急速な変化を求める
　
　1990　３月　最初で最後の自由選挙
　　　　　　　→統一派の勝利
　　　　８月　議会で東ドイツ解体宣言
　　　　10月　再統一
◎再統一後のドイツ
　・大量投資：西→東、18年で240兆以上
　　でも、再建できず、東西の融合進まず
　　＜一因＞警察国家の後遺症（誰も信用できない）
　・東ドイツ
　　…少子化進行、産業誘致進まず、ネオナチ台頭（NDP）

◎なぜ再統一と呼ぶのか？
　・19世紀にドイツ統一…プロイセン中心の国家
　　　　　　　　　　　　強大、ポーランド・ロシアまでのびる
　　　　　　　　　　　　経済・軍事大国
　・第二次世界大戦後の喪失…東側がポーランドに
　　　　　　　　　　　　　　アルザス・ロレーヌがフランスに
　・分断国家
　　　・西ドイツ…英仏米
　　　・東ドイツ…ソ連
　　　　　　　　　（そのうち、西側で革命が起こり、自国の領土になると確信していた。）
◎課題
　・東西格差の解消　東ドイツ：西ドイツの２/３の生活水準
　・東ドイツ：少子化、政治不信、将来への希望ない
　・移民の同化できず
⑦欧州の統合
◎移民問題
　・域内は移動自由　
　・国境のポイントが最大のせめぎ合い（EU外地域をシャットアウト）
　・東欧労働者→自由に西欧へ
◎欧州統合の成果
　・EUROで経済安定→欧州型経済の確立
　・域内での紛争なし
　・ヒト、資本、モノの移動が自由に
◎世界最大の経済圏
　・人口５億　・GDP16兆（一人当たり28213米ドル）
◎EUの真価進化
　・ローマ条約→EEC設立
　・マーストリヒト条約→EU創設（1992年）
　・ニース条約→EU拡大（2001年）
　・リスボン条約＝欧州憲法に代わる基本条約（2007年）
　　※しかしアイルランドで否決され、発効のメド立たず
◎統計資料によると…
・税金が高い　・失業率が高い　・経済成長率は堅調　・平等の度合高い
　・労働時間少ない　・研究者の比率高い　・人口増加は頭打ち
　・教育力高い　・出生率低い　・東欧経済は成長　・移民労働力を活用
◎ドイツ＝モデル（EUの根幹）
　・労使協調―産業別労組と企業内組合の共存
　・職業訓練制度
　・労働者の経営参加→スト少ない
　・銀行と製造業との緊密な繋がり
　・創業年が古い企業が強い（創業者の名を残す）
　　（ex）ダイムラー、VW、ジーメンス
◎欧州型経済
　・高福祉、高負担　
　・労働コスト高い＝大量生産に勝てず
　・高い教育水準
　・製造業―高い専門性
　・高齢者、失業者などへの保護が手厚い
　・６大メジャーの半分が存在―BP、TOTAL、ロイヤルダッチシェル
　・ロンドンー２大金融センター
　・農業―共通農業政策、国ごとに特色ある製品、豊かな食文化
○強さ
　・多様性→規模の経済
　・ドイツ：機械、自動車　・フランス、イタリア：ファッション
　・イギリス：金融　・北欧：IT
◎EURO効果
・為替交換コストなくなる　・市場統合推進　・物価安定
　・マクロ経済安定　　
・外貨準備：26,5％（2007年）
　→強い追い上げ、日本円・米ドルを吸収
◎国境廃止の効果
　・ヒト、モノの移動促進　・大量輸送の推進
　・旅行、移民が容易に
◎歴史
　・遺恨：ドイツの占領、レジスタンスの弾圧、ホロコースト
　　　　⇕
　・ロベール・シューマン：フランスの外交官
　　　　　　　　　　　　　共同体の構想を発表
　　　　・ECSC…ドイツをイタリア、フランス、ベネルクス三国が認めるとい　　
　　　　　　　　う構図で誕生
　　　　　　　　戦争を乗り越える努力、という意味合い
　・拡大…ハードルとして民主化、経済の成熟を課す
　　　　　→スペイン、ポルトガルの障害に
　　　　　シュミット、ジスカールデスタンが拡大進める
　・ドロール…欧州委員長を10年以上務める　
　　　　　　　東欧を含む「大ヨーロッパ」構想を提唱→米への対抗
◎現況
　・予算…1160億ユーロ
　　　　　国家予算に比べてまだ小さい
　　　　　（フランス、イギリスは約8000億ユーロ）
　　　　　農業に４割、ルーマニア・ブルガリアなどの地域開発に３割
　・共通農業政策…農業に手厚い補助金
　　　　　　　　　一方で途上国農業を圧迫
　・ユーロ・ポール…EU全域の捜査権はない
　　　　　　　　　　司法・警察権限は主権国家の掌中
　　　　　　　　　　（家族法が不一致のため）
　・外交は遅れる…イラク戦争で分裂
　　　　　　　　　英、伊、西、東欧VS仏、独、北欧
　　　　　　　　　共通の立場より国益優先
　　　　　　　　対ロ関係ではエネルギーで共通利益
　・欧州憲法はなぜ失敗したか
　　…フランス、オランダの国民投票で否決
　　　厚すぎ
　　　国家・国旗、外相を定めた
　　　官僚の主導
◎日本はどうするのか？
　○東アジア共同体の問題点
　　・価値観が違いすぎる　・戦後和解も進まず
　　・共通通貨の議論進まず　・推進役の不在
⑧英国政治
◎日英の共通点
　・クエスチョン・タイム　・小選挙区制　・副大臣・政務官制
　・２大政党制　・官僚の制御
　
◎日英の相違点
　＜イギリス＞　　　　　
　・長期政権　・アメリカと特別関係　・首脳同士が緊密
　・植民地に謝罪をしない　
　　（民主主義制度を輸出していたとの認識があるため）
　＜日本＞
　・頻繁な政権交代　・政治家にビジョンがない
　・歴史問題に悩む
　・政治家が官僚を掌握（緊張関係でもある）
　・官僚は継続性、２世議員→人材集まらず
◎政治史
○「マグナ・カルタ」
　ジョン王の失政・納税をめぐる争い
　　→原則の明文化「代表なくして課税なし」
○絶対王政期（テューダー朝）
○清教徒革命
　チャールズ１世の横暴→クロムウェルの独裁→王政復古（チャールズ２世）
○名誉革命
　ジェームズ２世の横暴、逃亡→ウィリアム、メアリ即位
　※アン女王（スチュアート朝の最後）
　　「王位継承法」…王の後継を決める権限が議会に
　※ジョージ１世（ハノーバー朝）
　　最初の首相、ロバート・ウォルポールが権力をもつ
○ヴィクトリア女王
　・絶頂期　・議会政治発達　・通称“インド女帝”
　・英国制度の輸出→カナダ、オーストラリアも発達
◎法制度
　・不文憲法＋明文憲法
　・国家の基本原則：制定法（Statute Law）
　　　　　　　　　　慣習法（Common Law）
　　　　　　　　　　慣習
　　　　　　　　　　権威の見解
◎保守党
　・伝統的には有産階級を代表
　・現在は中産階級に軸足
　・指導者選びに優れる
　　（ex）第二次大戦期にチャーチル、英国病の時期にサッチャー
　
◎労働党
　・フェビアン協会で誕生
　・知識人と労働組合の政党
○アトリー
　・チャーチルを破る
　・「ゆりかごから墓場まで」、国民皆保険→福祉国家建設目指す
　　※現実には高負担、経済硬直、病院の降灰を招く
　・計画経済、所得再分配、資源有効配分→経済国有化、平等目指す
　　※現実には官僚制の肥大、生産性の低下を招く
○サッチャー
　・植民地を喪失
　・労組抑え込み、小さな政府目指す
　＜業績＞・英国病の進行食い止める
　　　　　・米英同盟の強化（レーガン大統領）
　　　　　　（ex）湾岸戦争における米英主導の多国籍軍
　　　　　・西側の盟主に
　※サッチャー期の労働党
　　・労組離れ　・実現しなかった「平等社会」
　　・国営化の失敗
　　・教育改革の限界：労働階級の大学行き奨励→大学のレベル低下を招く
○ブレア
・国有化政策止める　・中道路線　・対米協調　
　・社会主義脱却　・近代化進めた
　・ダイアナ死去の際には皇室を守った
　・北アイルランド和平を実現
　・アフガン、イラク戦争に派兵→世界の指導者へ
　・EUではフランス・ドイツと対立
　・イラク駐留軍撤退問題で退陣（国内にはブッシュの忠犬との批判）
　・国際競争力を改善
　
◎王室
　・ダイアナ…慈善活動によって国民に直接アピール
　　　　　　　王室を変えた
　・エリザベス…イギリス連邦をまとめる象徴
　　　　　　　　ニュージーランド・カナダなど16ヵ国の君主
　　　　　　　　演説が政府の施政方針演説となる
◎現在
　・保守党攻勢、労働党停滞
　・長期政権のたるみ
　・有権者に交代機運
　・2010年までに総選挙実施
⑨アメリカの安保・外交
◎９・１１とアメリカ
○主犯：ビン・ラディン
　・サウジアラビアの富豪、建設会社経営
　・ソ連のアフガン侵攻に反発
　・湾岸戦争でアメリカに敵意
　・90年代からテロ
　　（ex）1998　ケニア・タンザニア米大使館爆破　
　　　　　　　　→220人以上死亡
　　　　　　　　　これ以降同時多発がアルカイダの手口に
　　　　　2000　コール爆破　＠アデン沖
　　　　　　　　→自爆テロ、17人死亡
○なぜ狙われたか？
　・湾岸戦争でサウジアラビアに米軍駐留
　・イスラエル（背後に米）とパレスチナ（イスラム教徒）の紛争
　・米国：世界最大の経済国・軍事大国
　　（ex）・精密誘導兵器　・ミサイル防衛　
　　　　・ICBM（大陸間弾道ミサイル）
　　　　・世界展開　・海外駐留
◎歴史
○モンロー・ドクトリン
　・欧州は南北アメリカに干渉しない
　・孤立主義、中南米を「裏庭」とみなす
○第二次大戦
　・中立政策　・民主主義の防衛　・欧州の解放
　→圧倒的経済、軍事力獲得
○原爆の開発
　・マンハッタン計画：亡命科学者の受け入れ
　→水爆、ICBM、ソ連との軍拡戦争へ
○その後
　朝鮮戦争、ベトナム戦争、レバノン、リビア、中南米、アフガン、
　イラン、イラク、湾岸戦争、コソボ紛争へ転戦
○ブッシュ外交
　・悪の枢軸：イラン・イラク・北朝鮮
　　　　　　　テロ支援国家、大量破壊兵器所持
　　　　　　　独裁、自由弾圧
　・ブッシュ・ドクトリン
　　・テロとそれをかくまうもの＝敵
　　・先制攻撃の権利をもつと考える
　　・ユニラテラリズム（一方的）
　　・民主化、自由のために戦う
※誰が外交を決めるのか？
　・大統領　・NSC（国家安全保障会議）　・国務、国防長官
　・CIA長官
○アフガン侵攻
　・タリバン追放（女性敵視の政策を実施していた）
　・NATOの協力
　・対テロ戦争の第一幕
○イラク戦争
　・「ネオコン」の外交構想
　→大量破壊兵器はなかった
　　（フセインが開発後、破棄したため）
　・米軍死者4000人突破
　・難民が急増（40万人以上）
　・米軍の組織的虐待：屈辱を与え、人格破壊→尋問
　・終わらない理由：国家統治の戦略持たず
　　　　　　　　　　実態に関して無知、楽観視
　　　　　　　　　　スンニ派武装勢力の活動
○中東民主化構想
　・イラクを倒す口実にすぎず、本気ではない
　・湾岸諸国は未だ絶対王政、民主主義制限
　　選挙実施はイスラエルのみ
⑩アメリカ大統領選
◎米国と北朝鮮
　○クリントン時代
　　・対話路線→核廃棄失敗
　○ブッシュ政権
　　・「悪の枢軸」…イラクで行き詰まり、対話路線に変更
　　・中東の安全保障にとりわけ関心
　　・北朝鮮には中東ほどの関心はない
　○日本外交
　　・ブッシュ政権に協力　・イラク戦争で米に依存
　○今後
　　・拉致、置き去りに　・福田政権打つ手なし
　　・核放棄の実現を目標に
　※過去の日本外交パターン
　　・北方領土返還要求→失敗
　　・国連改革（常任理事国入り）→失敗
　　＜原因＞・政権ごとに異なる目標
　　　　　　・政権の頻繁な交代
　　　　　　・外務省の甘い見通し
　　　　　　・「外交で得点」の発想がない
◎大統領選
　○アメリカと民主主義
　　・何でも選挙…判事、教育委員も
　　・各レベルでチェック・バランス
　○どうやって名前を売るか
　　・州、自治体レベル（司法府、議会、知事）
　　・連邦レベル（上院、下院、閣僚、副大統領）
　　・有名人、金持ち
　○誰が大統領に？
　　・35歳以上のアメリカ人、14年以上アメリカに居住
　　・権限：軍の最高司令官、国家元首
　　　　　　ホワイトハウスー行政府のすべての機能
　　　　　　予算、閣僚決定
　　　　　　拒否権
　　　　　　
　　・全員英国系（北アイルランド、スコットランド含め）
　　・ケネディ以外全員プロテスタント
　　・親子ペアも
　　　（ex）ルーズベルト、ケネディ、タフト、ジョンソン
　　　　　・地方ではそれぞれ名家
　　　　　・支配階級同士の結びつき強い
　　　　　・子沢山、教育熱心、帝王学も
　　・経歴：大学―アイビーリーグ多い
　　　　　　職業―知事、上院議員など
　　・１人を除いて家族あり
　○選挙の仕組み
　　・州ごとの予備選挙と党員集会
　　　→アイオワ・ニューハンプシャーで始まる
　　　　　…「勝てる候補」をPR、名前を挙げるチャンス
　　　　　　勝てば金が集まる、草の根選挙、手腕が問われる
　　・Super Tuesday
　　・党大会で正式に候補者指名…政治演出の最先端、受諾演説
　　・本選挙＝間接選挙
　　・選挙陣営：資金集め、人事、組織・ボランティアのまとめ、日程・イベント調整
　　　　　　　　プレス対応、政策作りを行う
　　・顧問団：政策・スピーチをまとめる、政敵への反論用意、当選後は政権の中枢に
　　・資金集め：パーティー、ネット献金、企業・労組・ロビィ団体からの資金
　　　　　　　　2004年は７億ドル
　　・ジンクス：与党不人気→変革起こりやすい　
　　・民主党：少数派に地盤（黒人・女性・ヒスパニック・アジア系）
　　　　　　　福祉国家目指す
　　　　　　　外交重視
　　　　　　　背後に労組
　　・共和党：白人・男性の支持
　　　　　　　小さな政府目指す
　　　　　　　減税路線、国防強化
　　　　　　　背後に大企業・財界
　
　○2008年大統領選
　　＜争点＞・イラク、アフガン問題
　　　　　　・不況突入をどう防ぐのか
　　　　　　・ワーキング・プアの問題
　　＜オバマ＞・ブッシュ失政を追及
　　　　　　　・ワーキング・プア支援、医療保険で攻めるか
　　　　　　　・イラクからは16ヵ月以内での撤退を目標に
　　　　　　　・対話、同盟国との協調を重視
　　＜マケイン＞・減税路線維持
　　　　　　　　・オバマ政策の危険性を指摘、医療保険改革には慎重
　　　　　　　　・イラクの長期駐留、現実路線維持
　　　　　　　　・経験をアピール、オバマを外交で攻める
⑪世界のメディア
◎世界のマスコミ
　・発展→メディア・コングロマリットの誕生（Ｂｉｇ　６）
　・メディア再編
　・新しい潮流＝なくなる聖域
◎歴史
　・19ｃ末～20ｃ初頭　映画の発展
　・1928　テレビ放送開始
　・1940　３大ネットワーク誕生…ＣＢＳ・ＮＢＣ・ＡＢＣ
　・1970～ケーブルテレビ・衛星テレビの登場
　・1990～インターネット普及
◎メディア・コングロマリット
　・異なる媒体の融合
　・娯楽産業の統合が先行
　・ニュース産業の統合は遅れた　∵編集の独立性、特殊な株式支配
〇Ｂｉｇ　６
　・ニューズ・コーポレーション：米欧豪にまたがる
　　　　　　　　　　　　　　　　総合的メディア
　　　　　　　　　　　　　　　　フォックステレビが躍進
　　　　　　　　　　　　　　　　※フォックス・ニュース
　　　　　　　　　　　　　　　　　→タカ派、戦争報道、共和党賛美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　９・11後の愛国心を利用し人気得る
　・タイム・ワーナー：ジャーナリズム＋映画会社
　　　　　　　　　　　高級誌タイム発行…印象的写真、コンパクトなニュース
　　　　　　　　　　　ＣＮＮを保有
　・ウォルト・ディズニー：ＡＢＣと合併
　・ヴァイアコム：ＣＢＳの買収・分社
　・ＧＥ：ＮＢＣ保有
　・ソニー：最大の映画会社
※北海道・洞爺湖サミット
　・2050年までに半減を世界の目標に
　・食糧・石油価格は有効策なし
　　　∵Ｇ８では価値観の共有が不可欠なのに…
　　　　　・アメリカ：環境問題で日欧と対立
　　　　　・ロシア：Ｇ７の「民主主義」「自由」にとって異質な存在に
